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I38.JIHCに依る穀象防除に関する研究 1Ⅰ･ ll･島 稔 (京都大学段萌化学研究室)

26.12.6受理.● ′ヽ
llliC七伐る茄11司の親致防除試験は昭和24年12

卵 ､ら昭和2昨 8月にTii)大阪府下の4去掬 こ於いて一

発施トこの結蜘 己由緒 ･*した通り極めて俊秀な成

ぬ 鵬 も｡こ.嘩 準 甲に砥墾 ･舐 め筆写画 試
験を式部及び大阪両氏臨雑務所の協力によE)昭和25'Lf･

12JJから本年に立って各320伐とf)R50抜?試験を実施し,

文中リ･ソ及ti･アサヒ両 ビ -ル会社の協力もビ-ル変l三

就いて同様な試験を行ウキ.十方殆んど全国各矧こ亘

る多数の熟むな出家から節'1回の和合によ症 の革放

射 丸,放し､と●ゐ申出があったので,当研究室から魂剤

を良家に迭附しtUJ･除試験を行って戴いた.T.果弼 澱立

儲菜試験場好日琴≒申こ羊り茨城願下わ御仏区でこの

gh･_除試験力野われた;ヰ報飯 は当研究室で行った試__ Jク ●
晩成拭並びに各良家葵び野Fl托むら寄せられた試験成

抗をi)紬潮告する｡沿この報告中己に中間報告としで

発光したものがある祁なお断りして泣くJI.∴

･'当飢死道から倒引した釈放個所は出'卵 4ケ併/袋敷

改良和談恥 学校そゐ仙18ヶ所であり,一弘由迄に結米./ ′.
の判別したのは良家72>.夙 その他5ヶ所であL),叉

都故のため試跡 地とな̀ったもの.2ヶ所,金武より良

家に試験を倒対し草の成鍔の寄せられたもの_2'ケ堺でLL＼
:&るさ乏撃わ試験成翻 俳常に詳細な東野も多数寄せ･
られたが匝く要点にのみ止めた｡癒し試験結果の項旺

出来る丈農家白身の申告草々のま▲書いた放りである｡

数回に亙L)開放検査したものも多いが之は一番遅いも.

*､欝1報:防虫科 学,15,175;農業朝日 (昭和

26年1月号)
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の みゝを採用し,許細不明の取 去蛋白とした｡究吸玖

防除試験の方法は己に発表した通りである｡(妨1訪…)

/妨1表の試験結果を扱討すると無処理区の米 ,麦等 t

は例外なしに穀象により甚大な祇書を謀って居り,21kg

･以上の被告の肝も多く見受けられる｡従って位勺･:全国 .

で栽象により慕る被劣が短めで甚大である叫は容易に

腰像出来るO之に反し処理区の試験成瑞を見ると殆ん･:

,t'鬼畜と云える程の好成綾を示して居るOこの糾験は ･
妨1表から分る執こ殆んど全国創掛こ亙る良家が臼身

で行ったものであら,米の品IE.気供条件,貯蜘 所等 I

l々その試験条件は極めて牲多であるにも拘らず釣んと

全部がこの様な好成杭を戻した駒ま誠に苔はしい71陀

あり,父実際試験の成約として特技も信拭山来るもの

と倍ずる｡この処理区の中,若干被害をAliったと瓜わ

れるものは任に5ケ併位 (10,21,2･-),62,67)であり,I ヽ

この5ケWrの不成杭も次の軸 塀因と考えられる｡ ∫

(イド pB詔不完全(10,.21,25)‥現在は小刑事抑岨謝

辞を使用するのが投も便利でb'る｡口で吹く衣服用碗

吹きでほは内部全-dに噴宕する執蛸 賊である｡血 毎

-.蹴容器に帆を用いた場合はその丙下限に造型別が瑚く

抜特に注意せねばならない｡本防除法では容器の全醐･

に韓効が届く抹切裂する串が大切である｡ ､

(｡) 抜装不完全(67):抜袋が不完全であると拙加

が揮発し易くなり,効力の持続性が失はれるLJ又'!.lJ

れ日時からはず象が寝入し易くなるQ)で山来る-4:仏光吋

を完全にする都が,必要である｡軌の切 合も岡持であを｡
くノ､)､艶削使用法の誤り(62)･ ‥

1
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金 く概容なし,死虫
無数｡

3.4四力なく居たが
攻守なし｡死虫多黙｡
虫は居らず｡ 一
枚寄金恭なし｡

敬啓なし｡死虫多数｡
被脊殆んどなし｡生
虫なし,

若干の盤虫あれと攻
守な一Lo死虫多数｡_
故寄金くなし｡

100位に対し3-4粒
軍 曹升禦 歩止り与
板四の周 7)に死ぬ多
し8月中旬から発生O
攻寄なし｡死虫多数｡
被昏非常に位少｡一生
虫は1叶中り又は故
匹｡
数匹襲え乍ら盈存1
約2升つL･れる｡
被昏全 くなし｡上里虫

なし｡

1俵極少発達｡坂寄

なし｡

野 馳 ･J9聖 賢′i

鵠城2合,幼虫生存｡
死虫無数,被青なし｡
▲俵外に多一少塵存する
も俵内は虫青なし‥

被昏1粒もなし｡丘■
虫卑 し｡死出多数｡

コクゾウ少し,.幼虫
のためつ れゞ-る｡

故-ftH.及位少｡

止血なl_,喰青率 0
%｡ ＼ ～

被昏なし'生虫なし.

隣人玖牧田京 袋 に
2OO塵存,城減 13升｡
モt,コS,中約10()四
小袋は若干｡ ,

貯萩偶及び成分とも
攻守なし｡死虫多数｡J

激甚な枚青,玄米は
i')1ト自発は1斗減耗｡

7月末から発生し相
当の被吉あ37｡

相等の被書あり｡

野 蒜孟孟_;'昌夫ぎ

禎-S甚大｡掴械 T)2
割以上｡

多数コク.}'り血存｡
根城 1)1割.,-)分｡

破苗甚大 ｡100粒に
対 し4U粒前後｡

6Jlからコク./'り住
人｡

-生血軸散｡改野串大

相身の披野｡止血は
1升中故十四｡

昨年の枚方苅大｡約
3-4升瀬｡

鹿虫多数硯洩 ･)2升

中位生餌発iZ:.按好
あ り｡

茂分校雷あ D,生虫
数十四｡

鳴瀬1升 J合｡

繋苑頗る大O相等の
故青あpD

2割現の虫昏鼻D｡

虫虫多数｡812粒巾
故野発77才立｡

良好 大｡

相豊の扱げあ y ｡

虚血25四,攻 守 串
3,5%｡

虫害鼠等甚大｡

コZT･}'り約1合 5勺
杓減 T)4升｡

処理3に対し無処理
100の被督｡

土戒外及び附妃の無
彪規俵は攻寄甚大｡

1

J i

上富良野村,自2.
玄2｡ ,

鼠に喰われた穴に少
し&_存 o

虫のついた玄栄を頼
自後処理俵に入れる

俵の外由に死虫卑 り

白米,食味良痕なれ
ど相集兵あ り｡

白米,住に喪具｡､

盲俵.盲晩を使Tf).

企て机.処理帆の下
隅にコク./り繰入.

12×0¥3Ji横田の中
に貯戒O

栄に中央なLo

伐 を拡げて現務｡

粗放包蚊.

舜吹竜｡ ＼

i

頼政を俵向田につ め｢

た｡

i

衣収用小形頭吹｡:

株安｡

玄米 5｡玉碍黍 50'

票離 霊芝 鮎 ｡.

小変 fI｡玉萄黍 lo

鱗の出入口を日衆 tJ }
して薬剤境港 2ヽUcc)
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北･村 ･利 ･治
･有川掛小松市

JR.,木屑r作石川曝河北郡
.冊 及 鴻 端 折
･新湖嬢南蒲原郡

潜 及胡 坊 frr
新路願三島郡･
搾一部,′輿-作新将解任渡部
弘 豪 富軍票
稲 村 ･./柿1.随
富山麟上新川郡

大 '払一局三夫
稲井嚇上坂井郡'
LJlll･･,野枚械
細井収小故市.
鮎鮎富豪
申̀品 一･ 一
滋賀燐栗太郡一.

腿'以申.衣I.滋賀腰高島野･,
磁教願筒良部丁
桃 井 Jノ 寺.
滋欠餅大郷局1慮

▼ '

京都翫 ‰ 志
太m'.光埠京都好和光郡･
歎 品 蕊 -Ff-
一覧盈品-#
玖村､語三大阪肝北河内郡
松 村 繁 雄
大阪府前祝市

子喝 円 L きH
大阪府ih一河内郡
三木-91
兵抑保税野市
島 ･trf 正
兵坪願川速郡

中和岡:良和門-兵倖麻出石郡

ulB品轟き
1!,明

∴Fa..:･･∴.ミよ

チ::.両ミチ:;(I,二J.:-Tニヽ.,ヽL,.L
23tl.

2
4
り】
､
L∂小
2
り
1
3
10
2
0

5
､2
＼9
5

1

4
1
1
1
ll
】

26.3.326.8.3
26..4.326.8.21
25.12.2826.7.2

26.1.2',7
26.7.23
■---.ヽ

=G._Sia
26.2.18-26.7.21
26;.Fi.ィ.326._a.2
26.4.2召
26..8.26
26二~1.2526.9.7
26.7.2026.8.25
完:iS:t'2g
<)_6.1.2023.9.8

26.5.28
26.-8.1

26.-.3.2I].7.
26.4I_)6.-7.20
26.4;'526.,7.2･3
26..326.9.止
26.2.2.I)･26..8.■20
26.2.J32(;.8.21)
2615.72<i6.9.7
25.ll.
26.5以降

26.6.2926.7.25
26.6.126.8.25
26._1･.13
26.8.

26.5.1026.8.∫
26.･3.2
26･′0･21)
26.･7.426.10.･8
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/

礎盤せず｡幼虫盈存o

l合内に被罫米粒なLo
コクゾウは最多で3
tA-他の蕃虫なしD

盈虫 4L死虫16｡ y

l升中盈虫な Lo

虫及び境野影跡を見
ず｡

故昏なし.

至戯 競.TE6Ld.V
柁俵附近幼虫の苛あ～
I)｡故脊2%｡_

コク'}'ゥ生存せず｡.
幼虫数匹C

コ3'.}'り発生せずo
並虫少Lo死虫多数｡粕米紹苑3.95斗,
1位のみ少し虫等あ
I)もその他は完全｡

虫寄金√くなし｡｢
虫腎なLc死虫あ7)0
-コケ'}'ウ死滅｡幼虫
は若干生存

コケゾウ,甲虫死滅｡
幼虫は若干盤存O

コクゾウ全くなし,
幼虫盟存,a

虫寄金くなし｡俵内
部で120-14LJ死｡

虫昏なLc死出あ7)0

初審督無死虫あ7).
コクL}'ウ1四もなし｡
夢虫生存｡ ､

寄虫なし｡

1四も凝見せず｡鼠
諒の1位には生存.
2位には2,3四生育
地はなし｡.

発生なLo

被蕃なし｡宛数の-冗
虫の中に2,3四生存｡

帆,袋兵虫の発生な
し｡ー
死出あれど如処孤と
大差なし｡

ー′
)-'_■▲

虫晋甚しい｡

1合内の萩野米771粒

査ての米が投書受け
空洞米約1升｡

/

∫

l升申血塊186四.

6月申下旬から喰脊
i:始む｡､､

栄.の減損多 L e,-

4俵とも発丑-.被晋
1,0_.'O.
耕音15.%o 虫昏多
L,,
昨年に此しコクゾウ

竺返 ｡1BT'の米に2
怒年コク:}'クの故等あ7),,
碧6緒 警 獅 純

良-S のため拍城1)2
升｡㌔

コクゾウ例年よ7)僅少｡
コク･}'り例年よg少
虫昏甚しい｡

故筈あ1)O,

例年攻寄あpo

例年の如く虫苛甚し
いÒ並虫無数｡

亜虫無数｡
l √ヽ
相等の鶴首あ1)a

多数敢 生 し , 相 与 の
研音あり ｡

開俵と共に無数の;
〆､ゾウo

早 くから発塵｡
I㌔

発生甚大｡被苦甚大

邦生大7)たF.使用En雑ず

儲 謂 造ol鯛 の

白米は杓薬央あり｡
玄米なLo小5.叔虫
に有効0

位外取掛ま】升中4四

位は拡tFたま 取ゝ殺

l

2,3何日の首位｡夙
妹柑落るらしいo

■

俵に接した米に兵ありq＼/

白栄,俵の月田に収
殻をつめる.O･
､

rt
ヽ

I

大 変 L'･; 株安3,小党
l_'J

ドラム経で貯赦｡

釆 5,~変 Oo

蚕豆,荘豆の貯戒に
良し｡

帆での粥輪は売血｡

大変2,枚変3;小波打,
唄舜当確,巳に虫確
9.｡
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大 門淳二
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赦 せ 翠
和歌山市水軒

粉 川良夫
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I',i:3Ttl最-1{丈言~

虫.田■肺
香川琳上高潮局抵

手 島■聴明

高知嚇安泰部
草 野排治

.､絶間掛り円弧
平 El]~普珪
.甜開願京都部
11･-/.‥晶払;!.l:
成 長.己別
席兄島斯肝属郡
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コクtJ'ウ全市死滅｡一
幼虫詐千虫存.

止血居 らず｡､

若干発丑｡校岱軽徴｡

折込のBrrは少し板Flt
あれど他はなし｡

1位に10匹粗放O
死虫多数｡

無処理に此し罪生状
況は1/loo

署虫認めず〇 二

盈虫な■く数四の死虫
あり｡

生血 1四も発見ELl水
ずb

俵中に塵虫は完全に
屠 らず ｡死虫多し｡

被否約 2升,桟供判
に少 し ｡

死虫多 ,幼虫1升申
7四ム

ー粒の由 野栄 もな
し′｡死出多数｡
多数の死出と共rLJ若
干のiZ:也.被富化少

敬啓全然なし,死虫
:jO.

異常なし .鼠等なし.

被昏皆無 o死虫帆の
隅に2垣位あ り0､､

機俵附近に少し虫古
あ り｡

1粒の唄-浮もなLo
死虫あ1){

コク.ゾウ皆無O -

芸要望畠,i俵外酢

虫啓なLo .I,〟
コ3'ゾウめん ど なし
幼虫若干｡

コクゾウ無数0枚等
甚大｡

也虫多数 o

凝iZ=大.1枚寄甚大｡

和笠な校否あ り｡

相等多数のコクリ'ウ

数十四の盈虫あり.

故lL:多 し.

例年池1)虫･75あ 1)｡

被-S約4升｡

幼'Eil升申5匹.

多数のコク･/ウ技入
校掛 ま約2升｡

無数のコク.)'ウ,孤
-械 り2割O

和等数の止血｡概び
3-L-1令付｡

ゴク'J'やの苑也防tI
ヽ

依.帆 とも故打祐大
1仇に8OO匁Ith朱｡

処斑の二階粒灰の按
･'L:

無数のコ･クゾウ｡被
皆は4割

相等OL被等,鴻城T)
5分｡_

昨年は虫貯あT)O'

桶でも良好無逃理は
発生o精兵8_香｡白米′

●･

ナLi
荘帆で貯戒｡∴

米 i･伐に入 れたま ゝ

伐 口 から煎 剤ti:入 .
J''

税安 3 ,小変 1｡

三栄及び籾｡

伐 を拡げて吠辞座杖
にFR罪しても有効b

二流伐で伏渡せず,I
3ケ折相和｡

辞吹竜｡

玖2伐 も同株に相 見

良 LO

耶 郡長か千のコケ;V'
､り溌Lf:｡凪'Hrtあ T)O

舘 o筈 警錨 欝･̀
trjOcc

伐3,帆2｡

盲伐｡

麦｡帆｡

10俵入 タンク｡

首位,米の風味変ら
ず｡臭気なし0

2x2×43尺の孤 相
好 して内田に班厨｡

帆家悪用千伯甘藷o

次に野口氏が次城陽~ドで行った抑室針地区は全部で64地

区であるが現在迄に約月ミの刈n)]した地区は22ケ肝 C-ち,

る｡その試験成机はmL.)炎の皿 E)であE),このJ結果から

次の如く紙約号れた｡

･稔分拙論 :nIIC'1% fr等液を米仏の内部に噴詔して

之に非を仏兆し汀川戊する叫は貿攻肪除に有効で実刑的

価防あるものとf7.%･B山来る｡(,I.I.同時に鼠鞍も防ぎ1-!Eる｡

ヽ

･当研究道で試補及び大阪開先和郎劫Wrの協力の寸に

打った妨2回の試験成孤 主節3炎及邪4･Rに訳す通り

lヽ

である｡批I訓 玉のための試料の採収ガ班は巳に報'.=I .1

したと同様であり試料5Dgl中のirL(I.朋 とと無苔米の粒

'数を算えたO拾本年児の試験ではノシ.}ラダ方が可成 一､ヽ
一り発生し旺芽を喰われた米が多いので之を別に井えたo

叉狂乱部の被#･米のrf11=は哉象による野 田米以外に長 ~
組 こ食'.t:･されたものも若干あった｡ Ijニー1-も

貯減場所及び戊式は,末都試験'の方は;ィ329位を盈

家土砂 トに3fi甜巨に3列に税み各試験区5.に対照区の

試験位の位取は発く化志とした｡大阪紺級の方は,t政

ll.f加 軍内で剛(i区110fLiは.･15uミづ 2ゝ列に:.又試験区･ユ
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第2夫 BHCに依る宅象qJu除試験成杭 (ⅠⅠ)(野口植≡氏) ､一

′
及び引王50臨づ 夫ゝ 函々六鏡餅に税み,その他の試翰

区は10抜づ 杉ゝ排に琉込んだ｡開放試験は全部の伐に

就いて行うのが理想的であるが,人手の詔繰上とても

実施し難いので,その約1割を開放する事にし従って

閑地する蟻の選択は出来る取り客位置から万辺なく取

る按に注意した｡包】ち京都試験の方は上,巾,_下各段`

ーがち目的の試験伐を逃び,大阪試験の方は対.TKi区の各

230
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/

列及び拭験区1,2は各 滋々上段よE)1皮斑きに1偵dヽ ′

計6LRを戎き,面も,この随は商 J<依排の行位斑のも

のを遊んだ｡杉排の試験区は上,申,下段を各1伐づし･

閉放した｡筋4表中の臨E5位の商号は蚊上段のものよ

yt)nyI次に番号卑附した｡.

この間試験結果を見ると良家の切合と同技に純処理

区には戟象が発生して蹴るが監準処理区は懲敏の完全

∫l
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m3'ainIIC に伐る怒負防除訳取成的.(ⅠⅠⅠ)~
)It.抑允和巾劫研.a:(揃介即 (ニ(潤 )

貯拭糊rtり 23.12.15-20.10.2

(1)●対mE (如処現)f34如 ′

共他 6俵開放検査した声;何れも恕象盈存.

(2) 試験区 1.(積率処理区,1%液20ccVt'霧)83位

茶化11位開放検査 したが何れも穀象虫垂せず｡

(3) 試験区 2･(1%液10cc噴霧) 48供

上 段 t 2 1 8 l '2161 2169

手 段 I .0 Ip.17 J.･攣 ,ト 警
(4) 試験区 3.(2%液10cc喫雰) 20俵

373 日 3O臥 .I 三三謂

(5) 試験区 4.(0.5%液10cc吠雰)･20依

音 琵 1 3 I 9日 書聖3宇 L 茎ii岩
I

(6) 試験一区 5.(0.1%液10cc吠辞) 20位

手 引 壬3 1 6B l 謎 ＼l 宗吾喜

(7) 試験区 r).I(22.'粉剤 10g) 20俵

1 日 ll空 目 諾 日 'E,需L'

(8) 試験区 7.(殺虫紋 2枚) J､20俵

等 琵 トキ l･.震u l 茎019日 芸三言
(fJ) 試験区 8.(殺虫紙 5枚) 20俵 .

冥 馴 紺 紺 雲雪目 諾,三

な防除に成功してm･る.咋一部に蛾が多比に発生した

ため可成旺ガを先治されたものもあるが発.舟謝勺に見れ

ば処PP.区は代地Fj!区に比し蛾の紗月も少い‡,YeあるO

その他の拭験区に就いて打た相月主を枚対して見ると,

邦利の液Li･を平分に拭じた糾51未区 (1%液10cc哩i顎),

γ-1川Ⅰ'C の総仙 洞 -で 酢剤をtf･･分に城じた試験区

(2%液10cc吐僻 )は何れも標準処理区に杓劣るが可

成のW･成抗を収税 こ｡然しγ-BHCの総猛を控準些理

区の l/20に減じた試験区 (0.1女液10cc唄詔)は栽象

節 16蚊

妨4炎 llHC に伐る恐敦yJ紛糾助成桃 (Iv)
大阪長和和布所 船町介甜

貯躍期間 26.2.14-26.10.ll

讐 可 撒 匝紳 粒軒 畏諜

班

描

(2) 試験区 1.(餌11年処理区,1%液20cc吹霧)50俵

(3) 釈放区 2.(1,Qp/舵10cc噴霧) 50伐L.

(4) 桝験区 3.(2%液10cc頃霧) 10俵

3 1 135 1 1912 1 2030

ヨ I152 ト 69 日 謁!日 課

(5)､試験区 4.(1%液20cc俵外辞に取霧) 110位

0 1 5 ( 2163 l -jlliti

喜 十 3 1 日 .霊 l 蒜

(6) 試験区 5.I(2%絃20cc伐外印にyfの 10伐

】喜.日 射 …壬…害

(7) 試験畠6.(殺虫純2枚) lo快

日 壬Si26;-吊 o:…

A.;光祐し可成の矢賀を認めた.次に俵外部に染刑を噴

碍した試験区も貯成抗セあり,特に蛾の被告が少かっ

た叫は班[け 可き:･Jfであるo然 し今回の試験でAは良豪

の均分と放って全般的にTIZZ負は少かったq)で,.之丈の

粥的で 卜分と云 う?lfは‖射ないo標準処理区以外の試

験広ではの位把が11一粒伽段敏が多い場肝 elま少しの助

字が認められる叫はこの様な試鹸区の処盛況は多数の

貿負が居る切所では少し不十分である都を京してHbtる

環に思える｡文粉刑を位FTJした粥的区の成軒lは良好で

231

ノ



防 虫 科

あっ如 'L,こ■の吏剤を紙に噴霧して作らた桟伐大の殺

山紙を入れた試験区の成矧 ま桁不良であった｡

次にキt)I/及びアサ¥両ピール会社の協力の下にビ

ール盟に対する試験を行った｡本試験のEl的は,ビー

ル盟詐 りでなく小麦その他の安駅は,米の場合と異 り

その収雌欄が滋敦賀碇の最盛iljlに当るので,超剃勉理

に際L的別な隆志が必要と思われた市と特にti'-ル表

を巡んだあほ,袋家力坤 控してから供出して二度倉庫

に人 L),.之が貨車辻鏡まれてti'-'L一会杜の倉掛 三入る

迄可成伽 ;移動するので,良家でIi姥聯 Fl処理した偵

射 可勉へ移動しても嘩然として防除効果があるか否を

碓める71【もその日的せあったoこの様な劫栗の持矧 ま

柑宗法の場合は全 く考えられず,移動する毎に燥蒸す

る必封があるので,若しこの試卿 こ成功すれ(_ま'本防除

法の大きな利点となるわけである｡I
′純金敵で行った試験計回i出El.こ処理,無勉理各 100

はづ FゝI.琵地の良家で弟削処理した撲,(処理法は非

と同t;A)拭放伐にイyクで記号を附け,この試験接は/

全 く焔崩せずに今匪迄岩挿 扱返してもらった｡然 し趨

fJlでLRがまざれた めゝ試験地の全部は到茄せヂ.キリ

ンビールの方は処理俵6暇 ,地 理仏33位で;アサヒ

ビールの方は処理iB_34凪 ぎ脱 LRll伐であったoLこ

の拭扱仏に就いて栄の場合と同様に仁丹は試故を行い,

粥料50g中の被EB変と無害変の粒数を罪えた｡更に両

金紋の好意により之等の試験変に就いて発芽試験をし;

て掛 ､たのでそあ試験結欠をe陣 報告する｡

･中り./ど-ル会社試験 :窮芹雌 理を行った場所は兵

山鴫添加jJt郡(処理50臨,･無処理50位)と鳥取騒岩美郡
匁以叫 Jl.総処理25俵)及び同媒気高郡 (処理25抜,

!.n.放生FJ!25ER)で黙別処理日は前者は7月3日で後者は

7Ju･.仰 t･あった｡この試験地が金証倉伴に拡大され

た■のはfJJr下旬であLC)そのま 介ゝ店内で琉まれ開放試

験を行ったのは11月10日であった｡~到着した処理伐69

伐の内訳は,加北部16は,治夫郡25LLi,気高郡19随で

あり無処理放38はの内訳は加火郡181ji,.岩美郡20uiで

あった｡~その中の約 1割を開披した併加東郡の無処理

班は多数の栽象が生存して居たが,鳥取張劉五両郡共処

理臨無知理抜共に全く穀象が居らなからたので之は被

節5炎 BHCrI=伐る崇象防除試験成粥 (V)'

拭剤処理場所 :兵雌朋;加火郡 (ビール詑)..

(1)▲銀処理区 ー(2) 処理区

_贋び純 増 姦謁
l
り一3
4
1U
6

一t
EJ
nU
3
1
ハU

l
1

3
1

学 妙 16攻

寄調査せずに発芽試験のみ行ったo

餌6表 BHC試験依託原安発芽試験成約
(キリンビール) ヽ
試験期日 2(;.ll.13-26.ll.21

浸済吸水ノ40時間 150

発 芽

発 芽 蛋 .1器冨冨芸‡室温n150

原 盤 1発 芽 静 F発 芽 率

備考 1.Sch6nfcld法の侶斗式 500粒

･2.試料申抗傷粒,浮変を除く

アサヒt='-ル金祉試験 ;蕪削処理を行った切WEは))'(

都府乙詔肋 で鞄剤処理日は7月31日で会社分Hilこ搬入

されたのは9月20E3頃であった｡到着伐数は前述の皿

りであり,そのま 位ゝんで11月 lE=こその一部を閑地

拭鹸したが親政は全般的に少かった｡

妨 7衣 BHC､に依る宕象防除試験成拭(VI)

撰剤処理場所 :京都府乙訓郡 (ti'-ル変).

孤軍炎 BHC試験俵語原ま発芽試験成拭

くアサヒビ｢ル)

原 変 l苑芽静 l琴芽率

以上の両会社での試験成矧 ま大体同様な結氷を柑て.
居らl.即ち無処理区は矢張 り可成の景教の被!itを受け

て居るか牲理区は殆んど被御 まない.哩,弼試験兆必

理区に少しの殺象の食野が認められる都は柑 こ準正ナ

可き叫であり,その原因は明確ではなt'､が前速した如

く煎剤処理以前に己に老象が安中に位大して刷 りだ当

然処理校も景教の繁砧が考えられる-0で変に対しせこ

'の防除法を行う際は収越後出来る丈早く.殻敦の位入



防 虫 .料

JIJ抑 こ税別.Q和した〃別こ詐める叫が必T3X.tと瓜われる｡

この1例として節1炎の出家の計で取成iII'rfl山木氏の

(i')5)と(50)のTLTJ粥於戒もtlを比較すればn)lmである｡印

､(GT))は光条肌除に成功して mろがAml.が約 1り3湿′
れたくrJ0)は把Jlもあるが無処m とr'-J杜蛇のfR負が究机

してG.tる｡ ､

攻に軒剤が変わ発芽に及ぼす髭野は上記の発芽試助

成机からみる̀と殆んど影響はないものを思われるoア

サt=ビニル会社の発芽試験成轟卦fl発芽勢が少L諾いも J

のがあるが之は何か他?原肉と思われる｡I

以上の試験の他にキリytiト ル会社に於いて,Eiに景

教の発生した変に対して,次の如き抑助試験を行った｡

巳l三穀象の発生した変数随を⊥ ヶ所に閃放し,ス占ッ

ブでよく把坪混合した後攻の四試験区に分けて伐兆し

25･ユ0･4から.26111･10迄介師内で.貯流し,-前記と同

様な開俵検査な行?た｡

妨9炎 BHC一に依る穀敦殺虫試験成拭

くビール変) .

この結末から,′前述した如く巳に穀攻の発生しキ変

iこ対しては 1%液剤を伐内部にPl儲 する脚 処 理法は

余 り有効でなく毅象を完全に死滅さすためには粉剤を

抵壊変に況入しなけ31は･ならない,従って麦に対L七

は穀象唐人以軌 こ簸剤処理した俵に詰める事に特Bljの

注意を耕ら事が必要<ある｡

L.要 約 .

以上の試験紙架から判断ずると,可成大塊損に行っ

た節･2回の防除試験も節1回と同様に満足す可き好成 ･

折を収める叫が出来たo従?て穀象の発生前に小型宇

押臓 器を用いや俵の内面及び桟甲 瑠 剤 とy-BBC
I%トt)クレン.ベン./-ル液)20ccを出来る丈均一

tT.噴羅し米夢等を入れ通常の如 く儀装者尭全にすれば

載象は尭全に防疫出来るとの結論に透した｡･又他の容

矧 こ対しては之に準じて行えば良い｡次に毅象の妨除

i.t完全であったが他の甲血 蚊等の幼虫を完全に防ぐ

叫が山来なかった叫は珂念であった｡勿論その被熟 ま

.戦魚に比べて少いが滞米は之も完全に防げる拭努･JlL

か ､｡幼虫の!JTも処理場は他 斑似 こ比べて少い紐で

あるので班別の汲皮その他を検諸州 Lはその防除も可

学 界 16故

p舵であさと,U.われる041.ljに仏外一.･'･,i;に班別Yi'指した粥的
区が蛾の'Jfが少かった叫は純rけ Fき叫であるoLii'.1!

- もFJjぎi'.ほ k.･式･')-1相方成･hzfは糊めて歩IlL味恥 .､が,この

処刑淡 で十分 とは.uu'かないo叉加 こ允われた穴から

は恐故が柁入し易くなるので班芯せねばならない｡次

に一皮那刑処mしたlJ引ま之を移動してもその防除効果

が持続する叫は柑二m要で木防除法の一大4:他である｡

叉木防除法で処理した 米変等は人市には 勿aT.qt'おで

あるしその発芽に対しても全 く窓BU3,矧 まない｡畔白米

に対して行った試験成班の小で米に杓粥見なはずると
＼

.し の報告があった串は誠に私恨であった｡この試験に佐

用 したF.暇 BflC は γ含量約 50160% 隼のもあで.

あり玄木に対しては全然その風味を告するものではな

かったb･従って BHC を更に精製すれば勿論日米に

対しでも泣支えないと思われるが出来れば玄剃 こ使用

■する方が望ましい0本防除法は米麦以外中経穀の貯織

にも有効セあると.U.われる｡

ノ 木研究を行 うた当って武屈一教授の御指導 を御鞭穂を

賜った部を搾 く感謝する｡本試験は当研究室の稲垣,

長岡,岩佐,大久帆 上帆 平厄の誠君の助力を得て

実施したものであり,叉木･H験に熟 むな協力をして撒

いた各良風 ▲茨城牒凸粥の野口瓜 ),I(･m,大阪耐食相

和裁断池にキ･)I/,アサt=fLf･Jlマ⊥ ル会靴の糾 .JJ-･Iこ心か

ら感謝の恋を炎するo叉木刑死'Lllの一瓢ま文部省科学

研究紺 こ伐った｡矧 こ耶 己Lで謝意を炎する｡

)ietsum6

0.1 theprcVjouspnpcr,､vcrepor>t占dthat,we

souldcontrolrice､ycevilby spraylng 2tlccof

l%γ-13HC trichloroctl-ylene-benzenesolution

totheiTISideofstralV-bag.Werepeated the/

S耳metestsinlargescale;thetestswerecarrl

.iedonatca.80Larmersby using 1370rice

straw-bagslandwe.couldobtainthesarncsa-

ti主fえctoryresultsastheprevioustests･The

sametestswereCarried ontobarley.The

cEficicncyofthiseontrolling･method oEriec

wccl･ilhasI)tenconfirmedbythesetcsts･

〔校正旺〕ll主近愛知湖泥tT邪 m脚Jの約分七三氏よ
t

､ り本防除喜郎負の訂制 なWT究'M._I.1･が逸られて来た.[･-･1氏
汝び大場敏一氏守は米 (処現20t払 !嘘 fy.21位)及

･麦 (勉琴6iR,兜拠 珪6偵)に就いて難初凪 脚 立容

赦 噴霧場所等を変えて試験し 控準拠FJi区は極めて

成班良好であった｡(26,1､12,12) .
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